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本書（都市格について　大阪を考える）は大阪ガスの会長であり大阪商工会議所の会頭

を勤めた大西正文が、大阪が衰退し都市としての誇りを失いかけていた時代（1995 年）に

発刊した名著である。

大西は人に人格があるように会社には社格、都市には都市格が必要と伝えているが、こ

の都市格というフレーズは戦前の大阪府知事中川望がはじめて使ったものらしい。その後 、

経済学者で滋賀大学学長を務めた宮本憲一氏や関西文化に詳しい木津川計氏なども同様の

スタンスで、都市格の必要性を述べている。

　大西は、先ず、紀元前に経済的に栄えた通商国「カルタゴ」がローマとの戦いに敗れ滅

亡しているが、この原因に「富の蓄積だけに血道をあげて、政治的な、知的な、倫理的な

進歩を目指そうと何の努力もしなかった」ことと「自由な精神を育み他地域から共感を得

る文明の創造されなかった」ことを史家の評価として伝えている。

 大西は、これからは、発想を転換して、現在

を起点として未来を考えるのではなく、未来

を起点に何をなすべきかを考えることが必要

と力説し、産・官・学・市民が真に横の協力

を強め、他の都市との「違いを構築する」が

必要であるとしている。ここに大西の考える

「都市格」がある。

 また、大阪の都市格の向上には精神的な糧を

供給する場所（例えば図書館）が必要とも力

説し、都市にある美術館、図書館、レストラ

ンを市民が使える居間に例え、歌舞伎や文楽

を大阪の誇る財産としている。「文楽は面白

くない」と発言し予算を削減してきた後の為

政者とは雲泥の差である。大阪市に限らず近

年、各地の文化行政の衰退は著しい。

　さらに、高い都市格の実現には、都市間連携や下からの盛り上がりが必要とし、効率至

上主義では都市の潤いが損なわれ人が住み、快適な状態ではなくなってきたと、経済人と

しては珍しく経済至上主義にも警鐘を鳴らしている。

http://peaceimagine.seesaa.net/article/446791692.html


　大西は、関西は一つであることや、誰もが住みたくなる居住環境、自然を残す、取り戻

すことの必要性、「都市」景観は公共の財産であること、外国人や高齢者にやさしい都市

を創ることなどを力説している。この志は大阪商工会議所の大阪ガス出身の尾崎現前頭に

も受け継がれているのであろうか。尾崎氏は大阪のカジノ誘致に賛同していなかった。都

市格とカジノは同居できない。依存症患者は確実に増大するし、都市の治安は悪化する。

商人道にも反する。

孔子は「近者説遠者来」（住んでいる者が喜ぶようなまちには、遠くから来訪者がたく

さん来て、まちが益々、栄えるという意味）という言葉を残している。都市格を魅力ある

まちづくりで高めていくことが大阪の都市課題である。
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